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に Kβ135E 変異型酵素を作成した。その結果、残基β135 の電荷の違いによって、酵素の補酵素に対する親和性
が変化した。リシンと異なり負電荷をもつグルタミン酸置換体 Kβ135E の場合、そのアデノシルコバラミンに対























び Lysβ135 の変異型酵素を作成し機能解析を行っている。Sα224A では酵素反応中に速やかな機
構依存的不活性化が起こり、Sα224N では Co-C 結合を開裂させる能力がほとんど失われていた。
したがって、Serα224 はアデニン環 N3 との水素結合を形成することで、補酵素の Co-C 結合の活
性化と触媒反応ならびに不活性化の防止に重要な役割を果たしていることが明らかとなった。ま
た、Kβ135E の AdoCbl に対する親和性は野生型の 1%以下に低下した。Kβ135A、Kβ135Q の補酵
素に対する親和性も野生型より有意に低下したが、野生型の 50％以上の触媒活性を示した。よっ
て、Lysβ135 は補酵素の結合に関与するが、触媒反応には不可欠でないことが示された。さらに、









 以上のように本研究では、ビタミン B12 補酵素関与酵素の 2,3 の活性部位アミノ酸残基の役割
とアデノシル化酵素に関して、重要かつ独創的な新知見が得られている。よって、本論文は博士
（工学）の学位に値するものと認める。 
